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第６回 海洋資源開発技術プラットフォーム会合について 

 
【開催報告】 
１．プラットフォーム会合 
〇日 時 ：令和４年４月２５日（月）  １３：３０～１６：３０ 
〇場 所 ：オンライン開催【Web 会議システム（Zoom）】 
〇参加者 ：314 名（出席率 78％：会合申込者 401 名に対して）（前回参加者 300 名から 4％増） 

 

議事次第：※以下敬称略 

１．開   会  司会  JAPIC 海洋資源事業化委員会 坂本 隆 
 
２．開会挨拶 

主宰（総合海洋政策本部参与会議 座長代理・参与） 内藤 忠顕     

 

３．来賓挨拶  
総合海洋政策本部参与会議 座長 田中 明彦【予定していましたが公務の為ご欠席】                    

 
４．海洋政策担当府省庁挨拶  

内閣府 総合海洋政策推進事務局 事務局長 平岡 成哲           

 
５．講 演  
 
第 1 部： 洋上風力  

①  2050 年カーボンニュートラルに向けた洋上風力発電政策の現状について  

経済産業省資源エネルギー庁 

省エネルギー・新エネルギー部新エネルギー課 風力政策室長 石井 孝裕 

第 2 部： 海洋関連新エネルギー・新技術  

②  SIP の進捗状況と今後の展開 ～新たなる CCS への取り組み～ 

内閣府 SIP 革新的深海資源調査技術 プログラムディレクター 

兼 日本 CCS 調査株式会社 顧問 石井正一 

      (休憩)  

③  国際海運ゼロエミ化の達成の方法  

           国立研究開発法人海洋研究開発機構 理事長 大和 裕幸 

④  波力・潮流海流発電装置の開発動向  

国立研究開発法人海上・港湾・航空技術研究所 海上技術安全研究所 

海洋先端技術系 再生エネルギー研究グループ 研究員 梅田 隼 

第 3 部： 活動報告  

⑤   活動報告 浮体式洋上風力発電の商用化に向けたロードマップ策定【国内サプライチェーン形成】 

       海洋産業タスクフォース 運営委員会委員長 石川 寛樹：                                                                  

 

   ６．閉会挨拶 

             主宰代行（前主宰、総合海洋政策本部参与会議 元参与） 髙島 正之  

７．閉   会 




